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債券投資と株式投資の違い
債券投資の主なリターンは借金の利息である利金収益で、社債に投資した投資家はたとえ投資先企業が大きな成功
をおさめたとしてもそのリターンは限定的です。一方、株式投資の場合は投資先企業の成長をオーナーとしてそのまま
享受できるため、大きなリターンが期待できます。

当資料をご利用にあたっての注意事項等

●当資料はピクテ投信投資顧問株式会社が作成した資料であり、特定の商品の勧誘や売買の推奨等を目的としたものではなく、また特定の銘柄および市

場の推奨やその価格動向を示唆するものでもありません。●運用による損益は、すべて投資者の皆さまに帰属します。●当資料に記載された過去の実績

は、将来の成果等を示唆あるいは保証するものではありません。●当資料は信頼できると考えられる情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全

性、使用目的への適合性を保証するものではありません。●当資料中に示された情報等は、作成日現在のものであり、事前の連絡なしに変更されることが

あります。●投資信託は預金等ではなく元本および利回りの保証はありません。●投資信託は、預金や保険契約と異なり、預金保険機構・保険契約者保護

機構の保護の対象ではありません。●登録金融機関でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。●当資料に掲載されている

いかなる情報も、法務、会計、税務、経営、投資その他に係る助言を構成するものではありません。

株式投資のメリット・デメリット

株式投資とは？

債券投資と株式投資の違いは、単に値動きの大きさが
違うというだけでなく、その性格が大きく異なるものです。

株式会社は「株主のもの」であり、株式に投資する（株式
を買って株主になる）ということは、その会社を買って自
分のものにする、つまりオーナーになるということを意味
します。
会社が発行する債券に投資した資金は、会社に貸し付
けたお金であり、約束の日に貸し付けた金額が返済され
ること、定められた金利での利金が支払われること、が約
束されています。
一方、株式に投資した資金というのは、会社に出資した
お金、あるいは出資した別の人が持つ出資者としての
権利を買い取るお金です。つまり、会社のオーナーとし
ての立場を手に入れるために支払ったお金です。つまり
は、「ある日が来たら誰かから返してもらえるお金」では
ないのです。

株式会社のオーナーである株主は、保有する株式の数
に応じた①議決権（会社の大事なことを決める権利）、
②配当金を受け取る権利、③会社を解散したときに会
社の資産を処分して借金を返して残った額（純資産）を
受け取る権利、が与えられます。株式に投資するという
ことは、言わば投資する会社のこの３つの権利を買うと
いうことです。

債券投資は「お金を貸す」という性格のもので、会社側
から見れば債券の投資家は「債権者」という立場、
「他人」です。（故に、会社の負債部分、他人から借りて
いるお金を「他人資本」と言います。）（図表1）

株式投資は「会社を買って自分のものにする」、あるい
は、「共同オーナーの１人になる」という性格のもので、
会社側から見れば株式の投資家は「オーナー」という立
場になります。（故に「自己資本」と言います。）
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株式投資は「会社を買って自分のものにする」、あるい
は、「共同オーナーの１人になる」という性格のもので、
会社側から見れば株式の投資家は「オーナー」という立
場になります。（故に「自己資本」と言います。）

こうした株式の性格を知ると、株式投資のメリット・デメリ
ットが分かりやすくなります。

まず、株主は会社のオーナーとして、会社が稼いだ利
益の一部を配当として受け取ったり、会社を解散する
時にそれまでに稼いだ利益が蓄積された純資産（会社
の積み上げた「資産」から返済しないといけない「負債」
を引いたもの）を受け取る権利を持っています。そのた
め、株式に投資してオーナーとなった会社が大きな利
益をあげたり大きく成長すると、オーナーである株主は
大きなリターンを得られるのです。
債券投資の主なリターンは借金の利息である利金収
益で、債券に投資した投資家はたとえ投資先企業が
大きく成長しても、そのリターンは限定的です。

一方、会社をたたんだ場合、株主は資産を処分して借
金を返して残った額を受け取ることができますが、会社
が債務超過（資産よりも借金が多い状態）で破綻した
場合には、返済義務のある借金すらも完済できないこ
とが多く（持っている資産より借金のほうが多いから当
然です）、その場合は「借金を返した後の残り」はゼロ
になります。その結果、借金を返した後の残りを受け取
る権利を表す株式の価値はゼロになります。これが「会
社が潰れたら株は紙きれ」と言われるゆえんです。
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益の一部を配当として受け取ったり、会社を解散する
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大きなリターンを得られるのです。
債券投資の主なリターンは借金の利息である利金収
益で、債券に投資した投資家はたとえ投資先企業が
大きく成長しても、そのリターンは限定的です。

一方、会社をたたんだ場合、株主は資産を処分して借
金を返して残った額を受け取ることができますが、会社
が債務超過（資産よりも借金が多い状態）で破綻した
場合には、返済義務のある借金すらも完済できないこ
とが多く（持っている資産より借金のほうが多いから当
然です）、その場合は「借金を返した後の残り」はゼロ
になります。その結果、借金を返した後の残りを受け取
る権利を表す株式の価値はゼロになります。これが「会
社が潰れたら株は紙きれ」と言われるゆえんです。
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図表1：企業のバランスシート上で見た違い
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借金
100

残り
100

現金
200

債券に100投資
（利率10％）

株式に100投資

Aさん

Bさん現金200
で宝くじを
購入

①10,000当たった！

200で買った宝くじが当たって会社の資産が10,000に
増え、会社は大きく成長しました（図表3）。しかし、会
社にどんなに大きな利益がでても、債券に投資したAさ
んが受け取るのは約束した利率の利金と元本だけとな
ります。
債券が償還され、借金を返済してしまえば、この会社と
Aさんは全く関係がなくなります。残るはBさんだけです。
当然ながら、残りは全てオーナーである、株式を買っ
たBさんのものとなります。
会社は株式をもっているBさんのものであり、会社の儲
けはBさんのものなのです。 Bさんはこの会社のオー
ナーとしての権利を他の人に売ることもできますし、会
社を解散して残った9,890の純資産を受け取ることもで
きます。
このように会社に大きな利益が出た場合や会社が大き
く成長した場合に、大きなリターンが得られるのが株式
投資の魅力です。

借金
100

残り
9,900

現金
10,000

債券投資：
満期100+利息10=110

株式投資：
9,900－利息10＝9,890

②はずれた・・・（小額当選で20だけ戻ってきた）

では、うまくいかなかった場合はどうなるでしょうか。宝く
じがはずれ、小額当選の20だけ戻ってきたとします（図
表4）。
会社の資産は20になりましたが、借金は減りません。借
金は100のままです。これが資産よりも借金のほうが多
い債務超過状態です。ここで借金の返済期限が来れ
ば、借金の返済ができずに破綻となります。ここで破綻
し、会社を清算する場合、まずは「他人」から借りている
お金を返済します。
Aさんからは100を借りていて、100を返さないといけな
いのですが、返せるのは20だけです。会社の資産はA
さんに20を返して終わりです。借金を返して残った分が
Bさんのものですが、残りはもちろんゼロです。

債券に投資したAさんはたとえ宝くじが外れて会社が
債務超過になり、破綻して清算することになっても、会
社に残ったお金を返してもらえます。株式に投資したB
さんはゼロです。株式に投資しオーナーとなった人が
受け取れるのは、資産を処分して借金を返した残りだ
からです。このように、会社が潰れてしまった場合は、
債務超過であることが多く、その場合、株式の価値は
大きく失われてしまいます。

借金100

不足80

現金 20

バランスシート

では、例としてAさんとBさんが債券と株式に100ずつの
資金を出して作った会社で考えてみましょう。２人ともこ
の会社にそれぞれ100のお金を出しましたが、Aさんは
債券を買い、Bさんは株式を買いました。
この会社はAさんとBさんに出してもらった200の現金を
資産として持っています。それ以外の資産はありません。
この資金全額で宝くじを買ったとします（図表2）。

図表2：AさんとBさんが投資した会社のイメージ

このように、株式投資には、会社がうまくいき、大きな利
益を得た場合や大きく成長した場合に、大きなリターン
を得られる一方で、会社がうまくいかなかったときや潰
れてしまった場合にはその価値が大きく失われるという
特徴を持ちます。
株式を短期間で売買するなら別ですが、長期的に株式
に投資する場合、以上を踏まえてまず２つのポイントを
チェックしたいところです。１つは良い面から考えて、単
に今の業績が良いとか注目されているというだけでなく、
今後長期間にわたってしっかりと稼いでいくことができる
か、成長していくことができるか、という点。もう１つは悪
い面から考えて、長期間に渡って存続できるか、要は長
期間経過しても潰れていないと考えられるか、という点
です。
株式の特徴を知り、株式投資のメリットとデメリットを知り、
その点から投資する株式を考えてみることで、自分の考
えに合った投資先選びができるようになります。

図表3：うまくいった場合のイメージ

債券投資：20

株式投資：0

バランスシート

バランスシート

図表4：うまくいかなかった場合のイメージ

株式投資のポイント

資産 負債

純資産

株式投資と債券投資の例


